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お問い合わせメカトログループ

お問合せ先 

老朽化機器の更新の紹介 
 

 

１．はじめに 

老朽化部品や生産中止品を更新することで、安全性・信

頼性・生産性・将来性などあらゆる面で大きなメリット

があります。ＤＣＳ、ＰＬＣ、インバータ、位置検出等

センサー類、モータ／起動機器（巻線電動機、二次抵抗

器、ケーブルリール）等々。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．老朽化機器の更新におけるメリット 

２－１．安全性の向上 

➀ 老朽化機器は目に見えないリスクを多く抱えてい

ます。絶縁劣化による地絡・感電・火災、リレー

の接点摩耗・溶着などによる予想外動作など、機

器更新により事故リスクを根本的に低減します。 

 

２－２．機械寿命・周辺機器への負担軽減 

➀ 老朽機器は性能劣化により異音の発生、熱上昇が

起きやすくなります。機器を更新しこれを改善す

ることで、設備全体の寿命を延⾧し、保全費の低

減を見込めます。 

 

２－３．保全性・調達性の改善 

➀ 老朽機器はメーカーの生産自体が終了すると、交

換部品の手配に時間を要したり、入手困難な可能

性もあります。電気機器本体を計画的に現行品へ

更新することでダウンタイムの縮減を図り保守性

の向上を実現できます。 

 

２－４．トータルコストダウン 

➀ ⾧期的にみると、修理費の累積や停止時の損失、

事故対応コストなどの改善を期待できるため、ト

ータルコストダウンを見込めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


